
土木学会四国支部 土木遺産巡りバスツアー 
～野中兼山の社会資本巡り～ 

  
 

 

 

 
 

江戸時代初期に多くの土木工事により新田開発等を実施した野中兼山の遺構を巡ります。限りなく“近

代”に近い日本近世の土木技術を代表する数々の施設は、現代の生活にも資する社会資本となっていま

す。正確な地形把握に基づく自然の力に逆らいすぎない設計、計画の総合的な合理性は、現代の土木に

新鮮な示唆を投げかけます。加えて、国土交通省高知港湾・空港事務所のご協力で五台山より高知港の

歴史や整備状況も解説頂きます。ぜひご参加下さい！ 

○日 時：平成30年１１月１7日（土）…土木の日イベント 
        ９：００  ＪＲ高知駅 出発 

       １7：００頃 ＪＲ高知駅 到着・解散予定 

         (解散の時刻は変更となる場合があります) 

○集合場所：ＪＲ高知駅 
○定  員：４０名 
○参 加 費：無 料（申込は先着順とし、定員に達した場合、受付を終了します） 

○主  催：公益社団法人 土木学会 四国支部 
 共  催：土木学会土木史研究委員会 

＜申込方法(〆切:1１月９日(金)＞ 
 土木学会四国支部宛にＦＡＸまたはメールにて、 

必要事項を記載の上、お申込み下さい。 

＜必要事項＞ 
  ・参加者の氏名、年齢、性別 

 【代表者のみ】 

  ・電話番号（緊急時） 

  ・連絡先（ＦＡＸまたはメール） 

   ※小学生以下は保護者同伴といたします。 

＜申し込み先、問い合わせ先＞ 
 公益社団法人 土木学会 四国支部  

  〒760-0066 高松市福岡町3-11-22 建設クリエイトビル 

  TEL:087-851-3315、FAX:087-851-3313  E-mail:office@jsce7.jp  

香南市 手結港 仁淀川 八田堰跡 

物部川 山田堰跡 

写真奥に見える石積の港「手結港」は野中兼山によって

江戸時代初期に作られた、当時他に類例のない、時代を

先取りした掘込港湾です。350年前に建設され今も現役

を続ける事実が先見性と技術の確かさを示しています。 

仁淀川河口から8km付近、兼山の代表的な施設の一つ。

川を斜めに横切る曲線は兼山の得意な形状です。同堰か

らの用水と新川川は､接続施設「新川の落し」と共に､治

水･物流･新田開発の総合国土事業を垣間見せます。 


